
● ５月７日㈫から募集開始 ●

● ４ 月 中 旬 よ り 受 付 ●

災
害
時
に
お
け
る

食
に
つ
い
て

　

災
害
が
起
き
た
際
、

私
達
に
と
っ
て
深
刻
な

問
題
と
な
る「
食
」。食
環
境
が
整
っ

て
い
な
け
れ
ば
、
地
震
を
逃
れ
た

と
し
て
も
健
康
被
害
に
よ
り
命
が

脅
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
た
く
さ

ん
の
食
材
が
届
け
ら
れ
る
様
子
も

報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
場
所

に
よ
っ
て
は
、
お
に
ぎ
り
と
パ
ン

ば
か
り
届
く
場
所
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
震
災
時
に
は
食
べ
物
の
ぜ

い
た
く
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
不
規
則
な
食
事
や

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
た
生
活
は

体
に
大
き
な
負
担
を
か
け
ま
す
。

例
と
し
て
は
免
疫
力
の
低
下
、
ス

ト
レ
ス
負
荷
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
は
病
気
を
憎
悪
さ
せ

感
染
症
の
拡
大
を
誘
発
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　

市
と
し
て
も
出
来
る
限
り
食
糧

備
蓄
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
災
害
規

模
が
大
き
く
な
れ
ば
、
市
の
備
蓄

だ
け
で
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
市

民
の
皆
さ
ん
に
は
、
最
低
で
も
３

日
分
の
家
庭
に
お
け
る
備
蓄
（
水
・

食
糧
な
ど
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

無
理
な
く
備
蓄
し
よ
う

　

食
糧
備
蓄
の
方
法
と
し
て
は
、

災
害
時
に
必
要
な
物
品
で
、
日
常

生
活
で
も
使
用
で
き
る
も
の
を
少

し
多
め
に
準
備
し
、
そ
の
後
は
普

段
消
費
し
た
分
だ
け
補
充
す
る

「
家
庭
内
流
通
備
蓄
」
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

大
き
な
費
用
負
担
が
な
く
、

日
々
の
生
活
を
送
り
な
が
ら
、
万

が
一
に
備
え
る
方
法
で
す
。

　

食
糧
備
蓄
す
る
際
に
は
、
次
の

よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
も
お
さ
え
て
お

い
て
だ
さ
い
。

  

○
調
理
を
必
要
と
し
な
い
物
品

　   

を
切
ら
さ
な
い
。

  

○
野
菜
は
茹
で
て
冷
凍
し
て
お

　  

き
、
自
然
解
凍
で
食
べ
ら
れ

　   

る
よ
う
に
す
る
。

   

○
お
菓
子
も
備
蓄
す
る
。

　（
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
ナ
ッ
ツ
な

　 

ど
は
持
ち
運
び
に
便
利
で
栄 

　 

養
価
も
あ
り
、
重
宝
す
る
。）

  

○
災
害
時
に
は
、
冷
蔵
庫
内
の

　 

食
材
↓
常
温
食
材
↓
非
常
食

　  

の
順
に
消
費
す
る
。

　

食
事
は
体
の
健
康
だ
け
で
は
な

く
、心
も
元
気
に
し
て
く
れ
ま
す
。

味
覚
が
心
を
和
ま
せ
、
他
の
被
災

者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

懸
け
橋
と
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

災
害
時
に
も
安
定
し
た
食
を
確
保

す
る
た
め
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

た
リ
ス
ト
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

総
務
課
（
危
機
対
策
・
防

災
担
当
）
☎
381
‐
１
４
０
７

多めに買い置きして、減った分だけ補充を。

　

ご
み
の
減
量
、
資
源
化
、
適
正

処
理
な
ど
に
つ
い
て
審
議
す
る

「
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
」

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
／
ご
み
の
減
量
や
リ
サ

イ
ク
ル
に
関
心
の
あ
る
18
歳
以
上

の
市
内
在
住
者
で
、
任
期
を
通
じ

て
年
数
回
の
会
議
（
主
に
平
日
の

昼
間
に
開
催
）
に
出
席
で
き
る
方

２
人
。

任
期
／
本
年
７
月
か
ら
２
年
間

報
酬
／
１
回
の
出
席
に
つ
き

５
８
０
０
円
（
予
定
）。

応
募
方
法
／
５
月
７
日
㈫
か
ら
減

量
推
進
課
で
配
布
す
る
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、「
ご
み

の
減
量
や
資
源
化
に
向
け
た
市
民

　

国
に
よ
る

　

住
宅
用
太
陽
光

　

発
電
シ
ス
テ
ム

　

導
入
の
補
助
制
度

生
ご
み
堆
肥
化
容
器
購
入
費
の
助
成　
●
５
月
１
日
か
ら
先
着  　

名 

●

　

生
ご
み
の
減
量
を
目
的
に
、
堆
肥
化
容
器
の
購
入
費
の
一
部
（
千
円
）
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
し
、
生
ご
み
の
堆
肥
化
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

堆
肥
は
肥
料
分
が
多
く
、
園
芸
や
家
庭
菜
園
に
最
適
で
す
。

 

申
込
先
へ
。

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
た

小
論
文
と
と
も
に
５
月
31
日
㈮

ま
で
に
減
量
推
進
課
（ 

〠
067
‐

０
０
５
１ 

工
栄
町
14
‐
３
）
へ

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い

（
消
印
有
効
）。
希
望
者
に
は
、
応

募
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
み
と
リ
サ

イ
ク
ル
の
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で

き
ま
す
。

選
考
方
法
／
選
考
委
員
会
に
お
い

て
小
論
文
の
内
容
な
ど
に
よ
り
選

考
を
行
い
、
結
果
を
応
募
者
全
員

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

減
量
推
進
課
☎
383
‐

４
２
１
１

　

国
で
は
、

一
般
家
庭
へ

の
導
入
促
進

の
た
め
、
住

宅
へ
の
太
陽

光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
を

支
援
す
る

「
住
宅
用
太

陽
光
発
電
導

申込方法／購入前に申請書を減量推進
課リサイクル係（〠 067-0051 工栄町
14-3、☎ 383-4211）へ提出。
申請書類配布場所／減量推進課、情報
公開コーナー、市役所大麻出張所、水道
庁舎証明交付窓口、野幌鉄南地区セン
ター、豊幌地区センター、市ホームページ。

段ボール式
段ボール箱と土壌改良剤の用
意だけで、気軽に始められる。
設置場所／屋内
自己負担額／ 530 円

密閉式
容器と発酵剤を使用。虫が発
生しにくく、堆肥がたくさん
ほしい方向け。
設置場所／屋内
自己負担額／ 1,000 ～ 2,000 円

コンポスター
大きな容器で土中の微生物や
ミミズなどを利用。枯葉・枯
草も堆肥にできる。
設置場所／屋外
自己負担額／ 3,000 ～ 7,000 円

200

募　集

補 助 金

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会  

公
募
委
員
の
募
集

● 補助金の概要 ●
１kW当たりの
システム価格

１kW当たりの
補助金額

410,000 円以下 20,000 円
500,000 円以下 15,000 円

入
支
援
補
助
金
」
の
受
付
を
４
月

中
旬
よ
り
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
は
発
電
時
に
二
酸

化
炭
素
を
排
出
し
な
い
ク
リ
ー
ン

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
発
電
し
た

電
気
は
家
庭
で
使
用
で

き
、
余
っ
た
電
気
は
電

力
会
社
へ
売
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

環
境
負
荷
を
軽
減
し
、

節
電
対
策
に
も
な
る
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
つ
い
て
、
こ
の

機
会
に
検
討
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

一
般
社

団
法
人
太
陽
光
発
電
普

及
拡
大
セ
ン
タ
ー
（
J

‐
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
☎
043
‐

２
３
９
‐
６
２
０
０


